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令和８年３月

国土交通省中部地方整備局
静岡河川事務所

第17回 駿河海岸保全検討委員会

～事業計画について～



１.事業概要 1
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事業概要

事業目的

工種・数量

離岸堤による
前浜の回復

離岸堤

(有脚式)
消波堤

養浜工
堤防



R7迄 R8以降

堤防工 m 15,760 15,760 -

緩傾斜護岸工 m 620 620 -

消波堤 m 4,765 4.765 -

ブロック式離岸堤 基 22 22 -

有脚式離岸堤 基 19 11 8

養浜工 千m3 630 323 307

突堤工 基 4 4 -

粘り強い構造の海岸堤防 m 12,365 10,900 1,465

その他（IT関係） 式 1 1 -

凡例 工種 単位
進捗状況

全体計画

３. 事業の進捗状況 2
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L=3,600mL=3,745mL=1,660mL=2,228mL=820m

ブロック式離岸堤

凡 例

整備済

R7整備

R8以降整備

他事業整備済

Ｔ

○養浜工（大井川工区の整備状況）
整備前 整備後

吉田町

牧之原市 焼津市

養浜

養浜
（サンドバイパス）

養浜

〇粘り強い構造の海岸堤防（焼津工区）
（3Dプリンター埋設型枠設置状況）



４.目標の見直し

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５.トピックスの報告 4

静岡河川事務所の海岸事業で実施している粘り強い構造の海岸堤防の整備において、「建設用3Dプリンター」を活
用した施工を実施。建設業における３Dプリンターの実用性について広く周知することを目的に、中部地方整備局職員、
自治体職員等を対象とした見学会を開催。

開催概要

・既設堤防内に地中障害物が存在するため、擁壁施工のための矢板土留め掘削
が施工できない。
→建設用3Dプリンター導入により、型枠作業不要で、施工ヤードを最小限に抑えら
れるため、矢板による土留めが不要となる。

建設用３Dプリンター導入による効果

・開催日：令和７年１１月１９日（水）、１２月３日（水）
・場 所：静岡県焼津市田尻地先
・参加者：中部地方整備局職員、自治体職員（静岡県、焼津市、

牧之原市、吉田町）、 建設コンサルタント等
2日間 計 142人

・取 材：建通新聞社、静岡第一テレビ

見学の様子（12/3 参加者85名）

建設用３Dプリンターによる埋設型枠製作状況

川嶋事務所長挨拶
建設用3Dプリンターで
製作した埋設型枠ブロックの据付の様子

建設用3Dプリンター現場見学会を開催



５.トピックスの報告 5

大井川流砂系総合土砂管理計画において、海岸領域で、養浜・サンドバイパス等を活用しながら土砂移動の連続
性を高め、浜幅の維持・回復を図るとされている。

海岸事業としても、長島ダムの浚渫土・大井川掘削土砂を養浜材として積極的な活用や港湾事業のサンドバイパ
ス等他事業連携しながら、効率的に浜幅の維持回復を図る。

また、大井川水系流域治水プロジェクト2.0に、養浜による海岸保全を位置づけ、関係者と連携しながら対策を実施。

事業連携による養浜材の確保

海岸事業（直轄）での活用

海岸事業による運搬

ダム管理事業による運搬

土砂中継地（島田市身成）

海岸事業による運搬

長島ダム 堆砂掘削状況（ダム上流部）

■総合土砂管理計画

●ダム領域：貯水池機能を保全し、ダム上流河道への影響を抑制す
るとともに、下流へ安全に土砂を供給する。
●海岸領域：高潮・越波災害に対する安全性を確保するため、上流
からの土砂供給の増大のもと、養浜・サンドバイパス等も活用しな
がら土砂移動の連続性を高め、浜幅の維持・回復を図る。

• 大井川流砂系総合土砂管理計画【第一版】は、長島ダムより下流を対象に大井川らしい流砂系の構築を目的に掲げ、概ね30年間の
土砂管理計画、モニタリングに関する任意計画として、令和2年6月1日に策定された。

• 本計画の基本理念は「大井川流砂系として、土砂生産・流送領域から海岸領域まで、自然営力を活用しながら、人為的な土砂輸送を
含めて土砂移動の連続性を高める。」であり、各領域における目標が定められる。

自治体によるサンドバイパス

扇状地河道領域



５.トピックスの報告 6
事業連携による養浜材の確保

大井川

大
井
川

県道31号 大井川橋

第11回大井川流砂系総合土砂管理計画検討委員会資料 3.3.4 河道領域より引用

R6d 大井川河道掘削工事

R6d 大井川下流部河道掘削工事

運搬状況

養浜状況

河川事業による掘削
（残土処分先：駿河海岸） 海岸事業による養浜材採取掘削

大井川

新東名高速道路（新大井川橋）

R6d 駿河海岸保全工事

R6d 駿河海岸保全工事

運搬ルート例

現在、河川事業として行われている「大井川下流部の河道掘削」で発生
した土砂を、海岸事業の養浜材として駿河海岸へ直接運搬・投入。



５.トピックスの報告 7
吉田町における海側盛土の着手

国・県・町による駿河海岸（吉田町住吉工区）における海岸堤防、海側盛土及び背後盛土の整備等に関する協定
書を締結（令和7年10月10日）し、吉田町による住吉工区仮置き盛土及び海岸法第13条に準じた協議に伴う盛
土に着手。

施工箇所①横断面図

盛土状況

撮影日：令和7年12月23日
撮影位置：左図現況 位置より撮影

施工箇所①
（11月～1月）

現況

撮影日：令和7年8月14日

既設堤防高:
TP+6.2m海側盛土

天端高:TP+11.8m

現地盤+1.00mまで盛土（11月～12月）
既設

海岸堤防

0 200m

海側盛土区間背後盛土区間 交差区間 盛土法線はイメージ

A区間-3
A区間-2A区間-1C区間

施工箇所①
（施工時期：11月～1月）

施工箇所②（施工時期：2月～）土砂搬入経路

坂路 坂路

B区間

施工箇所②（2月～）

L1高TP＋6.2ｍまで盛土（1月～）


